
. キヤリア.コンサルテイング技法の開発.普及,

.キヤリア形成に関する情報の収集,整理.普及1
一 求職者等に対するキヤリア.コンサルテイングの実施,

.事業主による労働者に対するキヤリア.コンサルテイング等の相談ー

援助の促進.支援

等を実施してきたところであるo

O これらの施策については-これまでの間に-専門家としてのキヤリア.

コンサルタントが約28,000人養成されたほか1キヤリア.コンサルテイ

ング関係の調査研究の実施, r私のしごと館Jにおけるキヤリア形成に係

1る職業情報の提供,キヤリア形成促進助成金の活用等により-着実に進

められてきているものと考えているo

O しかしながら,グロ-バル化に伴う企業間競争の激化や労働者の意識

やニ-ズの多様化など人材育成システムをめぐる構造的な変化が進行し,

ている状況を踏まえ- 現行の施策についても必要な見直しを図っていく

ことが必要であると考えられるo

O 例えば- キヤリア.コンサルテイング体制の整備については- 民間機

関も活用しつつ,キヤリア.コンサルタントの養成を図っており,量的

には-定の成果を挙げていると言えるが,質的な面では,なお向上が求

められるo さらに-企業内におけるキヤリア.コンサルテイングの普及.

促進は- 必ずしも十分とは言えない状況であるo

このため,キャリア.コンサルタントの質的確保については,キヤリ

ア.コンサルタントの能力要件についての見直しや- ス-パ-バイザ-

によるキヤリア.コンサルタントに対する指導体制を整備していくとと

もに-企業におけるキヤリア.コンサルテイングの導入.活用事例を各

企業-情報提供することにより,キヤリ.ア一コンサルテイングの普及.

促進を図っていくべきではないかo

0 この点については,具体的には,インタ-ネットの括用等による職業

能力開発に関する情報く人材ニ-ズの動向,訓練コ-ス,能力評価に関す

る情報等1の提供等の施策を進めてきたところであるo

O こうした施策については,これまでの間にr能力開発基本調査Jやr企


